
 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保幼小のつながりを意識して「日々の教育及び保育」を行っていくこと

で、子どもの育ちと学びをつなげていきましょう。 

 Ｑ１ 
架け橋期のカリキュラムとは何ですか？ 

アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムとの違いは？ 

Ａ１． 大きく違うのはカリキュラムの期間や作成者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 期間 作成者 内容 

 ５歳児～小学校１

年生の２年間 

園と小学校が

協働 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の

姿）」を手掛かりとし、育成をめざす資質・能力を

視野に入れたもの。 

 就学前 

 

園 就学前の幼児が円滑に小学校の生活や学習に

適応できるようにするとともに、遊びや生活から得

た経験を生かして学習や生活に意欲的に取り組

んでいけるように工夫したもの。 

 入学後 

４か月間が目安 

小学校 幼児期の遊びや生活を通した育ちと学びを基盤

として主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を

創り出し、円滑に移行していくためのもの。 

 

 Ｑ2 架け橋期のカリキュラムを作成すると、どんなよいことがありますか？ 

Ａ2． 保幼小が共通の視点をもち、協働して作成することにより、子どもの育ちと学びの連続が保障さ

れます。また、計画的な実践とともに、教育及び保育を見直すことが習慣になります。さらに、担当

が変わっても一貫性のある教育活動を行うことができます。 

 

詳しくはこちら↓ 
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5歳児 小学校 1年生
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5~6か月間が目安
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 Ｑ３ 

行政として、架け橋期のカリキ
ュラムの作成や改善のため、園
や小学校へ、どのように働きか
けたらよいでしょうか？ 
 

Ａ３． 教育委員会や市町の保育主管課は、小学校

区にカリキュラム開発会議の設置を促してみま

しょう。会議自体は学校運営協議会や園・校長

連絡会等、既存のものを利用します。 

 Ｑ４ どんな視点で話し合えばよい

ですか？ 

Ａ４． まずは子どもたちの実際の姿から、めざす子

ども像について話し合ってみましょう。めざす子

ども像が決まると、カリキュラムに表すものが整

理されるとともに、カリキュラムに特色が出て、

作成の意義が増します。視点についてはリーフ

レット「はじめのいっぽ」を参考にしてみてくださ

い。 

 Ｑ５ 話合いの際は何を参考にした

らよいですか？ 

Ａ５． 例① 市町の教育目標や園・学校目標、保

育・教育方針がわかるもの（保育全体計

画やグランドデザイン等）…めざす子ども

像について話し合うときに役立ちます。 

例② アプローチカリキュラム、スタートカリ

キュラム…育ちや学びのつながりや指導

上の配慮事項を考えるのに役立ちます。 

 Ｑ６ 地域や保護者への啓発を進めるためには？ 

Ａ６． 「保幼小連携」で行ったこととそのよさを様々な方法でどんどん発信しましょう。例えば、園・学校

だよりや懇談会のときなどに伝えることができます。また、就学時健康診断の際に、保護者向けに

幼児教育と小学校教育のつながりに関する講演会を開いている小学校もあります。 

詳しくはこちら→ 
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１ ねらい 

２ 参加者（☆：本実践の企画・運営担当者） 

３ 時期 

４ 話合いの流れ 

 

 
園 

  
  

小学校 

⑴ 保育・授業参観を行った場合 （保育・授業の後に５０分） 

保育・授業参観を通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」を視点に互い

の育ちや学びがつながっていると思うところを出し合ったり、自分の園・小学校での取組や日々

大切にしていることを紹介し合ったりする。 

（例） ・園での保育が小学校の学びにつながっている、と感じたところは？ 

・園・小学校それぞれの取組の共通点は？ 

保育・授業参観を行わない場合 （各園・校で 5～１０分で説明した後に５０分） 

それぞれの園・小学校の保育・教育目標などを踏まえながら、自分の園・小学校での取組や

日々大切にしていることを共有する。 

⑵ それぞれの取組や日々大切にしていることの中から、共通する「めざす子ども像」を焦点化して

いく。（２０分） 

入学から 1学期終了までに 

（事例は１１月だが、入学した子どもたちの様子を参観した後にできるとよい。）  

 

園長、主任、☆５歳児クラス担任等 

 「育ちと学びがつながる」事例 

 教育及び保育の共有 つながる学び 

「めざす子ども像」 

「育みたい資質・能力」を視点に 

つながろう！ 

①執筆者の所属：小学校  
②児童数：600人  
③連携園数：十数園（今回は１園）  
④連携の現状：年に２回協議会を実施してい
ます。交流は年に１～２回程度です。 

⑤執筆者の一言：子どもたちの姿を語り合う
ことで先生同士がつながりましょう！ 

○ 幼児教育及び保育と小学校教育のめざす資質・能力のつながりを知る。 

○ 保育・授業参観での子どもたちの姿や園・小学校での取組を共有しながら「どのような子ども

を育てたいか」を参加者で話し合うことにより、互いの教育及び保育で大切にしていることを共有

しながら「めざす子ども像」を焦点化していく。 

○ 共通理解した「めざす子ども像」をもとに、重点的に育みたい資質・能力について話し合うこと

を通して、それぞれの教育及び保育に生かす。 

校長・教頭などの管理職、☆保幼小連携の

担当者、１年生担任、養護教諭 

☆教務主任等   
管理職の先生に助言をいただけると

心強いですね。 

 
写真や映像、文字資料などが

あると伝わりやすいです。 

 詳しくはこちら→ 
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５ 話合いを充実させるためのポイント 

  

○ 架け橋期にめざす子ども像を共有する大事な機会なので、時間的な余裕をもつことが大事。

できるだけ、いろいろな園・小学校の教職員が意見を言いやすいような、温かい雰囲気づくりを

する。 

○ 写真や映像、文字資料などで子どもの様子を紹介し、子どものよさを話し合い、昨年度、園

がどのようなことに重点を置いて保育を行っていたのかを共有すると、それぞれの教育及び保

育に共通点が見え、今後も支援をつなげていこうと再認識できる。 

○ それぞれの保育計画や年間カリキュラム、指導計画などを持ち寄り、 

園・小学校で「日々大切にしていること」を紹介し合いながら「めざす 

子ども像」「(重点的に育てたい)資質・能力」について、つながっているところを共有していく。 

○ 1 つの小学校に様々な園から入学してくる状況がある中、その年に集まった園と小学校のカ

リキュラムや大事にしていることを話し合いながら、「めざす子ども像」を焦点化していき、その

姿に近付けるために、何をしていくかが明確化されるとよい。小学校のカリキュラムに合わせる

のではなく、「それぞれ実践から共通するところを探していく」というイメージをもつことが大切で

ある。 

○ 話合いに参加した教職員が復命を確実に行うことが大切。「めざす子ども像」実現のため

に、自分たちの園・小学校で 

 ①既に取り組んでいること 

 ②（無理せず）新しくできそうな取組 

は何かを話し合い、教育及び保育に生かす。今の実践で 

できていることを見付け、深めていこうとする方向性が大 

事。（カリキュラムの見直しも行えるとよい。） 

⑶ 「めざす子ども像」が焦点化されてきたら、それを実現するために「育みたい資質・能力」を

具体化していき、園・小学校の先生が 

①既に取り組んでいること 

  ②新しくできそうな取組 

を考えて紹介していく。（３０分） 

（例） ・子どもがのびのびと自分の思いを表現できる場を意識的に設定する。 

・園・小学校それぞれが発達に応じた「振り返り」をしていく。 

・子どもの意欲・関心が高まるような環境設定や保育や授業の導入の工夫をする。 

・自分たちで考えて思いを実現していく場の設定を工夫する。    など 

 
同僚性が生まれるように、自己紹

介の工夫もしてみたいですね。 

 
教育及び保育で大切にしてい

ることを共有し合います。 

30
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６ 話合いの実際 

 

話合いは、山口県乳幼児の育ちと学び支援センタ

ー作成リーフレットの「はじめのいっぽ」の STEP3

「育ちと学びがつながる」のページを参考にしなが

ら実施しました。（１１月上旬） 

まず左下の【流れ】（１）にもあるように、写真など

を見せながら、2学期の園の保育や 1年生の学習

の取組について説明し合いました。園では「選ぶこ

と」を大切にした運動会への取組を中心とした説明

があり、1年生の学習では生活科を中心に他教科と

つなげた学習をしていることを説明しました。写真な

どで様子が伝わり、互いが大切にしている教育及び

保育への理解につながっていきます。その中で、どち

らも「振り返り」を大事にしていることが話題になりま

した。 

 

次に（２）で「めざす子ども像（○）」とそれをめざす

ために必要な「育みたい力（・）」は何かを話し合いまし

た。 

その中で次のような内容が出てきました。 

〇「自分の思いを伝えることができる子ども」 

 ・話す・聞く・待つ力  ・言葉の力 

 ・自分の気持ちを自覚する力 

〇「思いやりがあり友達のことを理解しようとする子」 

 「相手の立場や気持ちを想像して行動できる子」 

 ・コミュニケーション能力  ・気付く力 

〇「最後までやり抜く子」 

 ・自分の行動に責任をもつ力 

・自分で考え、選び、粘り強くやり遂げる力   など 

 

「めざす子ども像」は、中学校区の学校・地域連携カリ

キュラムにも重なる部分があり、つながりを感じました。協

議をしながら互いがめざしている子ども像が焦点化され、 

◎自分が経験したことや考えたことをのびのびと伝え合う

ことができる子 

◎自分たちの課題に向かって友達と最後まで粘り強く取

り組もうとする子 

が挙がってきました。 

【参加メンバー】 

園   園長 保育主任  

各年齢担当３名 

小学校 校長 教務主任 

    １年生担任３名 

    保幼小連携担当者 

【流れ】 

〇校長先生より 

〇自己紹介 

(1)子どもたちの様子・今まで

の教育及び保育を紹介し合う

（子どもたちの実際の姿） 

(2)「めざす子ども像」を焦点

化する 

(3)子ども像を実現するため

「育みたい力」について話し

合ったり、力を育てるために

既に行っていることを見つけ

たりする 

〇振り返り 

〇園長先生より 
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さらに（3）で、ここから、「育みたい力」を育てるために、今の教育及び保育で既に行っていることは

ないか、互いに探し出していきました。  

 園 小学校 

思いを伝える力を

付けるために 

 

・日常の会話の中で話すことへの安心感

をもつことができるようにする。 

・子ども同士をつなぐために集会でインタ

ビューやクイズをする。 

・言葉を引き出すために、話す場を設けた

り問いかけたりする。 

・自分の思いを「みんな」が伝える場を設

け、それを聞く仲間を育てる。 

・思いを言語化する支援を行う。 

・自分の思いを表現する場の設定を意識

的に行う。 

・交流活動を仕組む。 

・ペア活動を取り入れる。 

・子どもの言葉にこだわって、問い返しを

していき、思いを表出することができる

ようにする。 

思いやりの気持ち

がもてるようにす

るために 

・よいことをしたらすぐその場で褒める。 

・思いを受け止め、共感する。 

・子どもを知ろうとする。 

・友達の気持ちをクラス全体で共有する。 

・よいことの価値付けを行う。 

・自分との違いに気付き、相手のことを受

け止められるようにする。 

最後までやりぬく

力、主体的に学ぶ

姿を育てるために 

・「選ぶこと」を大切にする。 

・手本を見せることで見通しをもち、自信

をもって活動できるようにする。 

・係活動を行う。（大切にする） 

・自信をもって活動するためにルーティン

化して見通しをもてるようにする。 

この話合いの中から「めざす子ども像」と「育みたい力」「今の教育及び保育で実践している

こと」などを整理し、園と小学校で日々の教育及び保育やカリキュラムづくりに生かしていくこと、

「新しく取り組めそうなこと」は園や小学校に持ち帰って話し合おうということになりました。  

【話合いを振り返って】 

園の先生と小学校の先生が一緒に話し合う機会

を設定し、互いの教育及び保育の様子を知ること

ができました。特に、「選ぶことを大切にしている」と

いう園の保育は、小学校の先生にとって、「はっ」と

する考え方だったように思います。子どもが身に付

けていく内容がある中で、学び方にいろいろな選択

の場面を設定するのは教科によって難しいかもしれ

ませんが、ぜひ取り入れていきたいと感じました。

「相手を知ることが自分たちの仕事を高める」とい

うことに気付いた時間でした。 

また、「めざす子ども像」「育みたい力」「今の教育及び

保育で実践していること」を一緒に話し合うことによって、

より「つながり」を意識することができました。  

話合い後のアンケートでは、互いの理解に加え、「自分

たちの教育及び保育について立ち止まって考えることが

できたこと」が先生方の学びとなっていたようです。 

来年度からは、小学校区を中心に連携の会議を行いま

す。今回は 1校 1園でしたが、これからいろいろな園の先

生方とこのような話合いをして、さらに互いのことを知り、

園・小学校の教育及び保育に生かせるような連携の在り

方を探していきたいと思います。 

【アンケートの設問項目】 

１ 互いの実践を聞いて 

①よいなと思ったこと 

②生かしたいと思ったこと 

２ 話合いをして改めて考えたこと 

 ①めざす子ども像 

 ②育みたい力 

３ ①②を実現するのに今取り組ん

でいることは？ 

４ 感想 
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１ ねらい 

２ 参加者（☆：本実践の企画・運営担当者） 

３ 時期 

４ 話合いの流れ 

５ 話合いを充実させるためのポイント   

※ ラーニングストーリーとは  

 

 

 

 

 

 
園 

  

  

⑴ 幼児期の遊びが小学校教育のどのような場面につながるのか、小学校教育の生活科の内容

に着目し、共通点を見つける。 

⑵ 小学校側は、ラーニングストーリー※(子どもの育ちの記録)、園側は教科書を見て気付いたこ

とや印象に残ったことを話す。 

⑶ 先生の関わり方や言葉かけ、環境設定について共有する。 

○ グループ協議の時間を十分にとり、対話を通して参加者一人ひとりのいろいろな感じ方や気

付きを話し合う。 

○ 「すごい」「おもしろい」「よいな」とその時に思ったこと・感じたことを伝え合う。 

○ 園の遊びの中で発見したことや工夫したことが、小学校の教科においてどのように子どもの

思考に変化が見られるのか、つながりを見つける。 

夏休み期間中 

ニュージーランド発祥の、子ども一人ひとりの姿を見取り、観察と記録による「子ども理解」の

方法のこと。 

5つの視点(興味をもっていること、夢中になっていること、挑戦していること、気持ち 

を表現していること、自分の役割を果たしていること)をもとに、エピソードと写真を添え 

て作成する。実践園が採用している。 

保護者にも配信し、こどもの育ちを共有する。 

 

○ 小学校及び園の実態を知り、円滑な接続に向けての子どもの育ちを考える。 

○ 対話を通して園・小学校の指導法の違いや同じところ、環境設定などについて相互理解を図る。 

保育所：園長、副主任 

幼稚園：園長、主任、☆保幼小連携の担当者、

幼児クラス担任（6人） 

小学校 

校長、1年生担任（4人） 

 「育ちと学びがつながる」事例 

遊びから教科へ つながりを見つける 

 

園での活動と小学校の学習のつながり 

①執筆者の所属：認定こども園  
②園児数：240人 
③連携園・校：１校１園 
④連携の現状：年度初めに計画を立て、９
回の会議や研修・交流を行っています。 

⑤執筆者の一言：会議を重ねるごとに先
生同士も仲良くなり、相互理解が深ま
ります。 

 

小学校の授業参観をした後などに

つながりについて共有する時間を

もつのもよいかもしれません！ 

 

グループ協議は４～５人の少人数

で行うと、質問もしやすく対話が

多くなります。 
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６ 話合いの実際 

 

⑴ グループ協議【６０分】 

○ １８人が 4つのグループに分かれ、「対話」を通して互いの理解を深めました。 

○ 園での遊び（植物との関わり）を記録したラーニングストーリーと小学校の生活科の教科

書を見て気付いたこと・印象に残ったことを付箋に書いて話し合いました。 

⑵ 各グループの発表【各グループ 3分】 

海グループ 川グループ 

「すごい！」「おもしろい！」と思ったことを共有し

ました。その中で園から小学校へのつながりと

同じところについて話し合いました。 

 

    

 

興味・関心からの発展とその時の先生の働きか

けについて共有し、教科への接続のつながりと

して話し合いました。 
 

 

 

 

 

     

山グループ 空グループ 

園と小学校の環境づくりの違いや表現の仕方

について話し合いました。 

「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力

等」、「学びに向かう力、人間性等」の「3 つの

柱」でグループ分けをして話し合いました。 

 

 

 

                        

 

                     

○ 6 月の接続会議の中で、共にアサガオを育てているという共通点を見付け、遊びの中での育

て方と授業での育て方のつながりを知りたいと興味関心が高まり、研修テーマを設定しました。 

○ 教科書には仕掛けがあり、子どもたちのつぶやきも書かれているので、図鑑みたいで楽しいと

いう意見が多くありました。今回は小学校の生活科のみを取り上げましたが、いろいろな気付き

があり、幼児期の体験を小学校の体験につなげ、さらに新しい知識を加えて整理することで興味

が深まることにつながると思います。言葉で表す場合は国語科、数で表す場合は算数科、形で表

す場合は図画工作科と、視点の当て方によって全教科へのつながりに気付くことができました。 

○ 園と小学校の「違うところ」ではなく「同じところ」を多く認識できたことは互いにとって学びの

深い時間になりました。どんな気付き、印象でもよいので、思ったことをみんなで共有し、相互理

解していく時間も大切だと教えていただきました。今後は、5 歳児クラス・1 年生の担任だけでな

く、園全体・小学校全体の教職員で非認知能力の育ちの大切さについて理解を深め、情報共有

していくことが必要だと思います。 

 
園生活が一人ひとりの思い
に添った活動になっていて
「すごい！」と感動した。 

 

幼児期の遊びの体験の中で触る・見
る・嗅いでみることに長けているの

で多くの気付きが出てくる。得た知
識が小学校でも生かされる。 

 
園では子どもの活動と
共に先生の声掛けや対

話も記録されている。 

 

園）アサガオを育てる体
験から色水遊びへ発展。 

小）観察記録から比べ
る・見付ける・例えるへ
レベルアップ。 

 
園生活は自由で題材もたくさん 
用意されていて、選ぶことができる

環境があるからこそ楽しさがある。 
 

 

幼児期のみんなで一緒
に植物に触れ合う体験

があるからこそ、小学校
で一人一鉢を育て記録
する中で友達と比べる

ことができる。 

 

幼児期は遊びの中で学んでい
くので興味関心が多くなると
思ったが全ての面でつながり

を感じた。 

 

幼児期の学びや気付きを深め

ていくには子ども同士の会話
やつぶやき・先生の声掛けが
大事であることが分かった。 
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１ ねらい 

２ 参加者（☆：本実践の企画・運営担当者） 

３ 時期 

４ 話合いの流れ 

５ 話合いを充実させるためのポイント 

※ 交流活動における「ＰＤＣＡサイクル」とは 

 

 

小学校 

 
園 

  
  

⑴ 交流実施前にそれぞれのねらいやめあての共有を行う。(１５分) 

⑵ 交流実施後に、写真や映像など具体的な子どもの姿を基に、ねらいや、評価の視点で子どもを

捉えながら一緒に振り返りを行う。次年度に向けての課題等を話し合い、記録を残しておく。 

（２０分） 

○ 互いの園・小学校の子どもを見合うことで相互理解を図り、それぞれのねらいを基に相手の教

育及び保育の内容や指導方法を理解し共有できるようにする。 

○ 交流活動が行われたその日のうちに必ず振り返りの時間をもつ。 

○ 年度末の合同会議では管理職を含めた話合いの場をもつ。 

○ 園・小学校それぞれのねらいの共有や振り返りを行い、次年度に向けての課題について話し合

うことで継続的な PDCAサイクル※を位置付ける。 

○ 園の先生は子どもの遊びが小学校の学習のどこにつながっていくか、小学校の先生は就学前

後の子どもの育ちを捉え、それぞれの指導の工夫に生かすことができるようにする。 

○ 直接会って話し合うことで、人と人とのつながりを大切にした協議の場となるようにする。 

 Ｐ…Ｐｌａｎ（計画）計画の作成→日程の決定、ねらいやめあてを共有する。 

 Ｄ…Ｄｏ（実行）→交流活動を実施する。 

Ｃ…Ｃｈｅｃｋ（評価）→園、小学校の先生が子どもの姿を基に共通の視点で振り返りを行う。 

A…Ａｃｔｉｏｎ（改善）→改善し次年度につなげる。 

 

交流活動前後で行うとよい。 

 

 「育ちと学びがつながる」事例 

ＰＤＣＡで交流活動を充実させよう 同僚性 

一緒に振り返りをしませんか？ その日のうちに 

 

地域性を生かした人とのつながり 

①執筆者の所属：幼稚園  
②園児数：32人  
③連携校数：１校 
④連携の現状：６年以上 
⑤執筆者の一言：小学校と隣接している
立地のもと、園児が小学校の複数学年
と交流を行い、教職員同士もつながり
を深めています。 

☆5歳児クラス担任  ☆1年生担任   

 

 
短時間でコンパクトに話し合うこと

が続けていくポイントです。 

 

互いに見えていなかった

園児や児童の姿を共有す

ることができます！ 

 
この会議内で、次年度の

日程を決めています！ 
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６ 話合いの実際 

 

⑴ 交流活動に当たって 

本園は小学校と隣接した立地であることや、長年交流活動が      

継続的に行われていることなど、先生も子どもも行き来がしやすい

という地域性があります。誰が 5歳児クラス担任になっても PDCA

サイクルを生かした交流ができるようにしていきたいと考え、今年

度の交流活動の一部を考えてみました。 

 

⑵ Ｐｌａｎ（計画） 

交流活動の 1 週間前を目安に互いのねらい、評価の視点などについて共有する場を設け、

以下の 2点について共通理解を図りました。（5歳児クラス担任・1年生担任） 

   園児のねらい 〇友達と一緒に秋まつりを楽しむ  〇作られている物に興味をもって、遊びに

参加する 

   児童のねらい、評価の視点について〇主体性 〇相手軸 〇協力 

    

⑶ Ｄｏ（実行）～Ｃｈｅｃｋ（評価） 

交流活動を行った後（子どもの降園後）に集まって、一緒に振り返りを行いました。 

5歳児クラス担任の振り返り 1年生担任の振り返り 

2つの視点で子どもと振り返りを行った。 

視点①どのコーナーが楽しかったか。 

視点②園にはないものがあったか。 

印象に残っているコーナーについては、具

体的にどのようなところにおもしろさを感じ

たかを、自分なりに言葉で伝えることができ

ていた。また、写真を見て振り返りを行うこと

で、イメージしやすくなった子どももいた。 

  この時期の生活科の授業の中に、園生活

の中で経験する様々な遊びがつながってい

ると感じた。また、どのコーナーの児童も対

園児という意識で関わっていた。 

対園児という面で、相手に喜んでもらう

ことについてもう少し伝えていきたかった

が、児童たちが臨機応変に対応できてい

て感心する場面もあった。 

対園児だけでなく、グループ内での友

達同士の関わりも含めて考えていた。グル

ープにリードできる子がいると、児童に頼

ってしまうことが多かったように思う。 

集めた自然物でいかに遊ぶか、園で工

夫しながら遊ぶ経験をしている園児に対

して、児童がどのような遊びを考え、表現

していくかが必要だと感じた。 

 

⑷ Ａｃｔｉｏｎ（改善） 

昨年度は取組の時期が早すぎて自然物が集まらなかったため、今年度は、昨年度より1週間

遅らせての開催でした。今年度に行った時期の開催がちょうどよいのではないかということで、

来年度に引き継ぐことを確認しました。 

 

⑸ 園で話し合った、交流活動の後、その日のうちに直接会って話し合うことのメリット 

○ 次の日の保育にすぐ生かすことができ、子どもとの関わりに有効である。 

○ 子どもの姿を話し合うことで、互いに見えていなかった子どもの姿を共有することができる。 

○ 話合いの中で、先生たちが互いを知ることができ、同僚性が生まれる。 
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１ ねらい 

２ 参加者（☆：本実践の企画・運営担当者） 

３ 時期 

４ 研修会の流れ 

５ 研修会・協議会を充実させるためのポイント 

○ 5 歳児が、スムーズに小学校生活へ適応していけるようにするために、保育所・幼稚園・認定こど

も園等と小学校が、幼児教育や小学校教育の内容、家庭・地域における取組について相互に理解

し、円滑な接続を図る。 

○ これまで園生活で経験してきたことや培ってきた力など、就学前の子どもの 

育ちを小学校の教職員が共有し、就学後の指導の工夫に生かす。 

○ 小学校において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」を踏まえた指導を行うこと

により幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を紡いだ途切れのない教育活動を実施する。 

市として行う研修会の開催時期：6月  各園・校での協議：夏休み等 

○ 園（２４園）       園長、主任、5歳児クラス担任者等 （計２９人） 

○ 小学校 （１１校）  校長・教頭などの管理職及び保幼小連携の担当者等（計２２人） 

○ 行政機関        ☆教育委員会担当者、保育主管課担当者（計 4人）    

 

⑴ 市の所管説明 （１０分） 

⑵ 外部講師による講演（幼児教育アドバイザーや大学の講師等の活用）（５０分） 

⑶ 交流校区（園と小学校で交流活動を行っている校区）別に協議（３５分） 

（カリキュラムの見直し・改善、教職員同士の研修や情報交換、園児と児童の交流等） 

 

○ 担当者が代わってもこれまでの取組状況が分かり、改善の見通しがもてるようにするため、市とし

て統一のカリキュラムの型を使用する。 

○ 保幼小のつながりを系統的に整理するため、カリキュラムの型をシート 1枚にまとめる。 

○ 円滑な移行に重点を置くため、5歳児１１月から 1年生 7月までの連携カリキュラム（リンクリン

クカリキュラムと呼ぶ）とする。 

○ 育てたい子ども像を共有するため、関係機関（子育て支援課・学校教育課）との連携を図る。 

○ 学校によっては、複数の園との連携を必要とする場合があることを考慮して、各園と小学校のカリ

キュラムの作成になることもある。 

 

 

 

 「育ちと学びがつながる」事例  

市の取組 

「カリキュラムの見直し・改善」を 

視点として話し合おう 

①執筆者の所属：教育委員会 
②参加者：55人 
③市内の園、小学校数：24園、11校 
④連携の現状：平成 21年度から年１回、市が研修会
を主催しています。 

⑤執筆者の一言：行政が保育所・幼稚園・認定こど
も園等と小学校とのパイプ役を務め、円滑な接続
を行っています。 

 早めに設定することで、顔合わせができ、連携する
保幼小で年間の見通しをもつことができます！ 

 詳しくはこちら→ 

 詳しくはこちら→ 
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６ 研修会の実際 

 

⑴ 市の所管説明（カリキュラム作成の意義やねらい等の確認） 

  ア 保育所保育指針、幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領、小学校学習指導要領に

記載されている円滑な連携・接続について 

  イ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」の概要、連携の必要性について 

   ＜園と小学校の教職員での共通理解事項＞ 

○ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿） 

○ 到達すべき目標ではないこと（5歳児終了時までに１００％実 

現を求めるものでないこと） 

○ 小学校入学当初においては、合科的・関連的な指導や弾力的

な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと 

 

⑵ 外部講師による講演 

これまで「教育課程と教育・保育の実践」や「支援を必要とする子どもの豊かな学びのため

に」 等と題して講演を行っています。 

内容例：具体的な園児の活動の様子から見取る「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」等 

（講演後に行う、昨年度作成したカリキュラムの見直し・改善の際に参考） 

 

⑶ 交流校区別における話合い 

   ア 今年度の 1 年生の様子やアプローチカリキュラム、スタートカリキュラム、週案などの教育

課程の情報共有 

   イ 今年度のカリキュラムについて見直し、今後の計画についての話合い（P.３９参照） 

期待する子どもの姿について 

○ 5 歳児については、子どもの実態と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」と

照らし合わせ、特に重点を置きたいもの 

○ 1年生については、1学期間は、児童が学校生活に慣れるための期間として考え、生活科

を軸として学習を進めていき、幼児期とのつながりを考えたもの  

カリキュラムの作成 

園生活から小学校の生活へとつながるようなイメージや、幼児期の遊びを通した総合的な学

びが各教科の学びへとつながるイメージ、人・もの・こととどのような関わりをもって成長していく

かという視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題や現場のニーズ等を考慮して内容を決めています！ 

○ 園で身に付けた力を伸ばせるようなスタートカリキュラムを考えていきたい。 

○ 互いのめあて、具体的な活動内容が記載されているので方向性がよく分かる。そこに向け

ての活動に取り組みやすい。 

○ リンクリンクカリキュラムにより、活動のつながりが可視化され、全教職員の共通理解を図

ることができた。 

○ 地域の小学校へ共に入学するという意識をもち、校区内それぞれの園の共通目標や課題

を確認しながら就学前の教育や保育を行うことができる。 

 

 
園と小学校の教職員から、園・小学校でのめあてや活動等を１枚の紙面にまとめた

「カリキュラム」を計画・活用してみて、主に以下のような意見がありました。 
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カリキュラムをもとに、 
年間の大まかな計画を立てます！ 

参考資料 

39

| | 

ロニ
山陽小野田市 0000園△△小学校 リンクリンクカリキュラム (2023.6.17作成）

iiの桟鼻項 5歳児 11月 ！ 12月 I 1月 ！ 2月 i 3月 ！ 1年生 4月 ： 5月 i 

叫 l：直撃叶誓冨宕ね認ば芸m芦霊忠悶期の終！：雑霜’字期間は、児童が咋生活に慣れるための準●期間として考え、生活

‘―-----------—へ—--------------J____,-----------------‘----------------、、i .----------------"-----------------. ; ; 
9 ,、 ¥ | 0ありがとうそうじII : 0園外保胄II : ! ! 0学縁活動11

i 9ご S& i i唸芦芸 l i に 生唖どを＿ ＿］［ざ翌空基尋j i ：エむ‘芯ぶ四のきまり lI I 

翡醤 I '-----;~発;~芸□言□旦］日日置，：言巴9詈I
〇発覆マ會／繰詈、 ロニ゚ぷ：置璽匿9：：□琶五三
i o秋となかよし【小字生と交溝活勤l11 : ! ------------F----- ¥ ; ‘‘------------------------ ‘ ‘----------------------------------------

`ヽ -------·----•----------------9 、
: •秋さがし•おもちゃづくり ！! ------------r----- --------r--------・ ! ---~〇遍信の蹟間で心を冑て．心を磨く ． （ I • I 

0野菜や花のおt!!猛 11 0生きものの銅膏11 | | | 0生活91「冑てよう、わたしの好きな花J「飼つてみたいなわたしのベットJII 

,-6:t：チーの繰ー1ー~],________ ___ _J ___ _[~ロロニ□層吝
i : 0ゆうびんごっこをしようII ! l 
: 、------ャ--------

・＄ば“a•し: ・題m（曇菫書） 9F忠芯湿し、分でそる

；る．

i□奮入見1BA零
i貪ふ心いヌ潰會（軍鼻・2葦汁口鰻●●●(99年餃鬱員●●） ；貪am（鉦量•5奪）

6月 7月

人とかか
わるカ

豊かな
感性

ぶ
欲

学
意

家庭や地
域との遍 1:お＄芯嘉！鴫會

携

幼保小の 1口零田鰻富m●
逼携 It零鰐檜菖 I口傭帽交艤會

〇本の鰻み聞かせ1)

-------·__ 、---- -•-----------、9ヽ、、[o算歎科・計算選軍権() ! :0ミニ発表食（） ！ 

， ：・歌 ・スピーチ
------------,--------- ; _._ .. -・ .,_ ! : ・It算・ひらがな ， 

f—------—•---- --------—` ‘’ 
i --・-・-........... ・---,------------i 0111~« ： しりとりゲーム(I ! ! 
＇ --------,--------------'; 

: : 
: : 
！●績子遍諭 ！●9零Ill●人疇●

: : 
: : 

i ! ！ 
：＊見重と■児の又賓會 ：ロti帽ヌ艤貪

: : 
: : 
: : 

彙

．
 

畢鰺掌

．
 

9・ 

亭
｀で分

町

せ

畠

●

ら

e

員

鸞

●

布

お

ら

配

a

の
縞
~

の

ー

會

嗣

の

●

●

損

囀

B
4
宣

●

又

校
の
え
予

•
I
I

下

次

る

電

慢

慣

・
・
・

ロロ

‘
 

1 活動をとおして身につけさせたい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のどれにあたるのか分かるように明記する．
2 「幼保ヽ 9ヽ逼携」の項目において、子ども同士の交流については、女印で明記する．
3 令和5年10月末までに学校教育課に提出する．

令和 5年度の交流校区別の取組について

鯰 嘗入髯名

[ 9 リンクリンクカリキュ9ムの鳳竃し ・・王について］

[2 ．員胃士の冒鯵や傭印l
（例：相互苓観や保百体験、梢報交換．合同研修など）

口実胞済のも(J)

（内容

己 実造予定のもの
（内容

a 実施に向けて検討中又はこれから検討を始めるも(J)

（内容

【3 ■見と見重の交翼について］

（例：生活科・や総合的な学習の貯間を活用したもの，行事への参加など）

〇 実砲済のもの

（内容

口 実胞予定のもの

（内容

口 実胞に向けて検討中又はこれから検討を始めるもの

（内容



 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県が設定した架け橋期のカリキュラムの「開発の方向性」及び「共通の視点例」は以

下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページから、令和 5年度幼児教育・保育長期研修生派遣園・在籍校 

作成・実践カリキュラムを事例として掲載しています。 なお、センターWeｂ 

ページには、令和 5年度以外の長期研修生派遣園・在籍校作成・実践カリ 

キュラムも掲載しております。 

架け橋期のカリキュラムとは 

【山口県の架け橋期のカリキュラム「開発の方向性」】 

○ 地域、園・小学校が創意工夫しながら、それぞれの特色を生かしてカリキュラムの作成

ができるようにする。 

○ 山口県における「共通の視点例」及び実践事例を示すことにより、各園・小学校、市町

が架け橋期のカリキュラムを作成する上での手掛かりとすることができるようにする。 

 

【山口県の架け橋期のカリキュラムの「共通の視点例」】 

○ 子どもたちの現状 

 ○ めざす子ども像（園・小学校・地域・家庭みんなで考える子ども像） 

 ○ 育みたい力（育みたい資質・能力、重点を置きたい１０の姿、ねらい 等） 

 ○ 育ちと学びのつながり（園での活動と小学校の学習のつながり） 

 ○ 人のつながり 

   ・ 子ども同士のつながり（交流活動 等） 

   ・ 先生同士のつながり（合同会議・研修会 等） 

   ・ 家庭とのつながり 

・ 地域とのつながり 

 ○ 指導上の配慮事項（「つながり」に関するもの） 

   ・ 先生の関わり 

   ・ 環境の構成  

幼児期から児童期の発達を見通しつつ、5歳児のカリキュラムと小学校

1年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育・保育と小学校教

育の関係者が連携して作成するものです。 
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内容項目を細かくせず、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基に子ども

の姿のみを示すことで、各園の考えや特色ある取組を尊重し、どの園・小学校

でも活用できるようにしました。 

 

柳井市の枠となる

ものとして作成し

ました。めざす子

ども像も市内共通

のものです。 

カリキュラムのデータはこちら→ 

 

カラフルでかわ

いいデザイン☆

にし、架け橋期

がイメージでき

るようにしまし

た。また、「掲示

するなどしてい

つも手元に置い

てほしい」との

思いも込めまし

た。 

☆ 右の二次元

コードのデータ

はカラーになっ

ていますので、

ぜひご覧くださ

い。 

 

子どもの姿が、

「幼児期の終わ

りまでに育って

ほしい姿」とつ

ながっているの

かを確認できる

よう、番号を記

入しました。 

 

１年生前半期は、「～しようとする」という意欲目標としました。

そうすることで、子どもたちに、寄り添った支援や言葉がけができ

るようにしてほしいとの願いを込めています。 

架け橋期のカリキュラム例①「やない架け橋期のカリキュラム」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 

41 42 

ー*- 箪I~ ~ ••• 
2月

幼売舅紅滋わりまでに

3月 I IIつてほしい10磁 1I 4月 ・・・ .. 8月 9月 3月

G瀧廉な心と体

知 0生活や活動の見通しをもち、考えて行動する．｛①2】

識 0運動会や発表会に向けて、自分達も内容を考えだり、友還と協力したりする。【③④⑩】
（ • 0自分の気持ちを先生に受け止めてもらったり、行動を振り返ったりすることで、友達の

技
思いやきまりの必要性に気付き、行動する．［④30】

ど 能
〇散歩や遠足などの園外保育で、公共施設を大切にすることで社会とのつながりを憲識す

の

も 基
る。 【函J

礎
0みんなで使う物を大切にしたり、片付けたりして、自分で生活の場を竪え、その必要性

の を理解する．【①⑭〇】

思

育 警

力 0こっこ遊びの中で生活に必雙な文字や数字、擢謙なとに輿味をもち、使うことで伝わる

ち 判 喜びを味わう． ［SJ
断 0日々の生活を攘り返り、楽しかったことを語したり聞いたりする。【③39】

ゃ カ
〇絵本や宣話なとの内容をことも自らの経験と結び付けたり、思いを巡らせたりして、思

表 考カ ・想像力を豊かにする。[c⑩】

学 現
0自分のイメージしだものをのびやかに表現し、友運同土で表現する過程を楽しみながカ

び
の ら、喜びを昧わう．（O⑲】
蔓

襄

の 0自然に触れて感動する体験を通して、好奇心や探曲いをもち、身近な動緬物を命あるも

学 のとして大切にする．ぼ〇⑲J

つIひ 0園生活の中で充実感や満足感をもち、自分のやりたいことに同かって前向きに取り組
に

な 向かぅ

む。 【d 】

01111生活の中で心動かす出来事に触れ、感じたことや思い巡らせたことを自分で表現す

が ？
る。 【R訊沙】

〇仲間の憲思を大切にしようとし、友達の主張に耳を傾け、共感したり憲見を言い合った
人

りする。［寧］
り111l1

性 〇様々な経験や対人関係の広がりから自立心を高め、就学への憲欲や期待をもつ。 [OO】
等

②自立心

③謳同性

④ •綱範憲
朧生

〇 紐 門 と の

■り

R恩轡力の芽生え

⑦自然との闊わり

•生命尊●

R数量や図形・漂識や

文字なとへの
関心、感覚

◎言葉による

伝え合い

⑩豊かな感性と表現

0自分でできることを自分でしよ 〇学級や学校での過こし方について知り、見通しをもって学校生活を
うとする。【②】 送ることができる。【(l)】

〇気持ちのよい挨拶や会釈、返事を 0登下校や学校生活の中での安全な過ごし方について者えたり判断し
しようとする。 [(l)J たりすることができる。 【①】

0必竪なものや日課を自分で準傭 0生活や学習の中で｀めあてをもって取り組み振り返ることができ
しようとする。 [RJ る。［②J

0時間を憲謙して行動しようとす
る．邸②l °係や当番活動なと自分の役割を景だすことができる。 【②J

〇楽しくマナーよく給食を食べょ 0学校行事を過して、新しいことや初めてのことにも進んで誂戟し、
うとする。 【(l)S)J 友達と協力しながら活動することができる。[R】

〇先生や友達の顔と名前を覚え、進 〇相手の立場に立って考えたり、気持ちに寄り添おうとしたりするこ
んで1111わろうとする。 ｛＠】 とができる。［④】

0分からないことや困ったことは 0よいことと悪いことを判断し、よいと思うことを追んで行おうとす
先生や笈達に1i1lこうとする。 【③】 る ［④J

〇学校のきまりを知り、ルールを守 〇友達との関わりの中で思いやりをもって言葉をかけ、行動すること
って生活しようとする． ［④] ができる。 ｛④】

〇場に応じた言葉遺いの大切さを 0行事や交流を通して、自分の成畏や頑張り、友達のよさに気付くと
知り、使おうとする。 ［④】 ともにいつも自分を支えてくれている周りの人に目を向け、感譜

〇学校応援団なと地域の方とのふ の気持ちをもつことができる。[@J

れあいを楽しむ。 【⑤l lo探究心をもって予測したり、試したりして主体的に学習に取り組む

〇教科等の学習に興味 • 関心をも ことができる．【釦

つ。【Rl 。植物咋き翫湿わり、由Sを大切にしようとする．［⑦】

〇校庭の自然に触れて、その変化を 〇数●啜9眩櫃鐵や文字なとを生活や学習の中で使うことができる。[@J

感じる。【⑦】 0いろいろな場面での話し合い活動を通して、自分の考え忍云えたり、

0自分たちの遊びや生活、学習の中 友還の者えを鵡いだり、質問したりすることができる。 【◎J

で楽しみながら数えたり比べだ
りする。【R】 0続•釈貫を身に付1プ、言語に対する翼昧随図血げるとともに、感じ

たことや考えだことを自分の言葉で表現することができる．［◎J
〇友達や先生との会話を楽しむ。

【◎】 0自分のイメージを11Jきや言菜、絵などで表現することの楽しさを昧
わう。［⑩J

〇友運と楽しく歌を歌ったり、絵を
描いたりしようとする。｛⑩】

※各校の特色に応じて変更も可能です．

圏



 

カリキュラムのデータはこちら→ 

➀（架け橋期にめざす子供

像）②（育みたい力）につ

いて話し合い、共通理解す

ることでそれぞれの教育・

保育実践へのつながりを考

えることができるようにし

ました。 

協議の中で園と小学校、互いが大切にしていると分かった「自分たちで考え判断することを繰り返すこと」「選ぶ場

面の設定」「分かち合い（振り返り）を大切にすること」を２年間貫く保育者の関わりとして記載しています。 

山口県の共通の視点例をもとに周南市が作成した枠を使用しました。 

園と小学校、互いの実践を

知り、聞き合うことができ

るように、園ではどのよう

な行事や同年齢グループの

保育を行っているかを記載

しました。同年齢クラスで

の保育は、内容によって３

つに分けて記載していま

す。 

校区内でずっと取り組んで

いる「小学校ちょこっと体

験」を交流の重点に置き、

互いに学びのある内容にな

るよう実践しようと共通理

解しました。 

架け橋期のカリキュラム例②－１「周南市幼保こ小の架け橋期のカリキュラム（園）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成にあたって大切にしたことや工夫点を示しています。 

このカリキュラムの作成に当たっての実践例を P29～32に掲載しています！！ 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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令和 6年度周南市幼保こ小の架け橋期のカリキュラム（小さき花幼稚菌）

対念

月

時期

6 

年長となった喜びを感じ` 張り 1気の合う 9 違と遊ぷ中で、 i吋し憲話が宵7っていく百期

切って新しい生活を楽しむ玲期
凸；；：1:,が?10活動や遊1年を充実1|：達と共1の目的9` かって↓欲的9；りt且も咤 1ここ芯伝芯活動Iし笠姿

め ざす子供像

②育みたい力

（ねらい）

自分の思いをもち｀喜んで表出しあおうとする子

年長になったことへの喜び、 自寛

身の回りにある自然に興味 • 関心を持ち、命の尊さを感じる心

・目分の思いを伝える力、友違の意見にも耳を傾けるカ

思いやりをもち、友iiと一緒にさいこまで頑彊りぬく子

すすんで年少 ・年中児とかかわり ｀優しく接したり、助けたりしようとするカ

自立心 ・友遠と力を合わせ生活をすすめていくカ

・自分の力を発葎しながら、友還と共通の目的に向かって活動に取り組むカ

③育ちと学びの

つながり

（活動 ・教科等）

1＝期始稟式

挨拶 ・排泄 ・alち物の始未

食事の見直し

交通安全教室

親子還足 （動物1111)

乏霞訓練 （火災 ・不審者）

親子の集い

朝ご飯チャレンジ

お泊り保育

1字防終案式

漣隈診断 岐隅中臓婁体験 ・パス遠足（みかん狩り） ・保青参霞 • 3字期始稟式 ・ホット ケーキ作り

徳山小字校採検 ・体操歩観 ・七五三祝福式 ・逗胆且TI蝶 （地震） 葺便ごっこ 近窮訓練 （火災 消防三見字）

近覧訊l練 （不畜者 ・火災） ．逼動会 ・ クリスマス会(~J発表会） ・豆まき ・カレーバーティ ー ・ひなまつり会

ミニ逼動会 ・高磨きチャレンジ ・クリスマスバーティー ドッジポール大会 (2面） ・畜楽発表会 （合奏 ・欧）

秋まつリジュース歴さん ・2'1'期終寮式 • お別れ還足 • お別れ会 ・卒固式 I①健廣な心と体

• こども同士のつなが

り（交流活動）

・指導者同士のつなが

り

（合同会現 ・研修会）

・家庭とのつながり

こいの1か）の制作 ・動物を作ろう

自然物（園庭の花）の＂賓 ・描画

リレーめそび

走力測定 (20Mのタイムを測る）

譴ハーモニカにさわってみよう

＊逗び ・絵の具の混色でジュースを作ろう

七夕郭りを作って餘ろう • 朝頭を描こう

跳び箱あそび（開脚飛びに誂較してみよう）

鉄浸あそび（酌回り ・逆上がリに挑較してみよう）

譴盤ハーモニ カでだい曲を濱奏 してみよう

逼動会の思い出を描こう

コスモスの描匡

走力測定(1局のタイムを測る）

逼動会近び

譴益ハーモニ カでいろいろな曲に

袂穀してみよう ・楽器遊び

外遊びを描こう ・クリスマス制作

サッマイモでスタ ンプして遊ぽう

ポール遊び（キャッチポールや的あ

て、還投をしてみよう ）

棟々な欧で思いを表現しよう

よく見て描くと楽しいよ （自転,.) 鬼のお面づくリ

わたしの夢を疸こう ・スチレ ン版画 （教会）

ドッジポール大会

縄体操

云楽発表会をつ くリ めげよう

②自立心

団人面談

保護者会総会 国人面駁

交流活動 I (1~9年主）

小字校に行ってみよう

交流活動2 (1年生）

碑 同性

④道徳性 ・規範

,j諏とのつながり l．親子還足 ・固開放 体操参霰 ‘ ノ ・岐閉中賑湯体験 ・這動会 ・体撮参＂ ・クリスマス会 ．団人面わ ・園開放 ・体憬参鰐 ・保護者総会

⑤:]:]t:：す］言；］雲云二［］ら：；言配言誓：：・：；／］三ご皇亘：三中：言□巴言；巳言：ここコ／言ピご［三ょ季言：三言言言喜：三i：：三言：：：ここ：る言ビデ竺戸
●周囲との関わリの中で思いを伝えたリ相 事や夏の夜互に関心が もてるようにする．

合同会騒2

交沢活動についての協紐

カリキュうム協題2

七五三祝福式 ・いも1亙リ

竺 3

拡大合同会憬2G量絡協攘会）

アブローチカリキ ニラム紹介

●自分なリの目標や諜題を翌り超える 設定し、その中からやってみたい役 ● ドッジポールのルールを理店 し、チームでプレ ーするこ

手の思いに気付いたりできるよう伸立ち ●茫1l11作りでは、発連に応じて言梧の教材を使い、 思 姿を認め、 自償につながるようにす を遍ぷことによリ 主体的に関わるこ とのごびを感じながら、自己発ll1できるようにする。

をする。 いを文字に起こす援助をする． る。 とができるようにする・ •圏生活を振り返り、いろいろな人にお世粍になった こ と

0交通指尋員の万から、交通安全について 〇●水遊びでは、冷たい、元れる｀溜まるなどの水の 〇●現百後に分かち合いの咤間を設け 〇●いろいろな表現を廷し合い試行籍 に気付さ、感謝の心をもてるようにする．

のルールを聞さ、実熔1こやってみる． 特性に気付き 、気＃ちよさを感 じられるようにす 映像を見たり廷し合ったりする中で 坦しながら、共通のテーマのもとに 〇●小＝校について駐したり、 ,J,,:,：生と関わったりする携

0還足を通して地坦や生き物に関心がもて る。 活動の充実をはかる． まと●りのある活動を創りだす． 会を通して、就字に期待がもてるようにする．

るようにする． oぉ；白 り保宵に呑加することによって、 自立心を養い 〇目摂や改驀点、良かった点などを匝 〇クリスマス会後も様々な役ができる

。Ill庭の花を霞察し、自然物の曼しさに触 友還との絆を深める． り返リ、璽見を伝え合う ． ょうな湯や匡し合いを設ける．

れ、細かいところに気づく。

●牧9うがすぐ牧えるのではなく、 「どうしたらいいかなJなど問いかけることで、 自分たちで考え、判断し．行動する ことを繰リ返させ． 主体的に字ぽうとする姿を引き 出す．

●様々な場面で 「選．ぶ」場面を設定し、子どもが自分の思いを表出し、贔後まで粘り逹く取り組めるように援助する．

●様々な場面で、子どもたちの 「分かち合い」の場を大切にし、自分たちの学びのRさや次への見通しがもてるようにする．

....
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カリキュラムのデータはこちら→ 

園と小学校がめざす子ども

像は、学校・地域連携カリ

キュラムにもつながってい

る部分があり、架け橋期の

学びが１８歳までの学びに

もつながる重要なものだと

伝わるように、中学校区の

カリキュラムも掲載しまし

た。 

協議の中で園と小学校、互いが大切にしていると分かった「自分たちで考え判断することを繰り返すこと」「選ぶ場

面の設定」「分かち合い（振り返り）を大切にすること」を２年間貫く教師の関わりとして記載しています。 

山口県の共通の視点例をもとに周南市が作成した枠を使用しました。 

小学校では、生活科を

中心にした合科的な学

びをデザインしている

ことが伝わるように

し、「振り返り（分か

ち合い）」に大切な、

国語科の「話す・聞

く」の単元も記載して

います。「どんなこと

を学習するのか」を伝

えるツールにもなって

います。 

校区内で長年取り組

んでいる「小学校ち

ょこっと体験」を１

年生の学びの集大成

とし、自分たちの成

長を振り返り、次の

学びへつなげられる

ような活動をめざし

ています。 

架け橋期のカリキュラム例②－２「周南市幼保こ小の架け橋期のカリキュラム（小学校）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 
このカリキュラムの作成に当たっての実践例を P29～32に掲載しています！！ 
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史け檎となる幼

児期の柊わリ五

，，に育ってほし

い姿

対象

令和6年度周南市幼保こ小の架け橋期のカ リ：ぷ；；；周南市立徳山 小学校） 口／／□
I 峙期 戸芸知1字 ド ：ばふ：：：もって憬1： 関ゎ 1 :::i:::̀:h如：心 に 12 |二：亡のよ動芯lll玉って日はをもち 2年生しなるしとへ

畑 11綸：；めざす子 ●点的に胄みたいヵ l自分が軽験したことや言えだことをのびのI.Jと伝え合うことができる子 l l 自分に的諜題に口かって茂遍I::II後まで粘り彊く1l1り編もうと1fる子

②育みたい力（ね

月

1鑽鴫＝字佼区と•の•カ，）奪ュ9ムl

（知） •環をし9て主体的に字び置ける人

らい）

・話すカ ・llll<"JJ・Hiつカ ・言霊のカ ・感動体験

・自分の気持ちゃ密えが自賃できるカ ・只感する刀

；：：と（：；］；言ご竺ぎ：：き言ばこ門臼［；竺言塁乏しとができる

科等）

・皮遍のことを遭解しようとするカ

・コミュニケーション能力

・皮遍と一繕に字ひを作り出すカ

・自分の行動に●任をもつ刀

• 自分で書え ・ 選1}.やり遂げるカ
・費つくカ

（穏）他書を患いやり．墨富の心をもつ人

（体）よい置漬..慣と極いPをもつ人

（遍頃）地壌の開9.,.9人

D Iみんるに 口● 1しらせたいな

しつせよう1 みせたいな1
ZII 

［どんなわ｀，•し9‘
で書るかるl

ZIJ 日霞 ［いいことい9ばい9拿笠I
［ （わし(• こう I • 

重戴 1かずとずうじ ・らんばんのl
●● 翼●

1いうしそうなかたらI "えたりへ事た'91

●戴1とんししんじ這"
I綽＂． ．く9 ぺI ．餃1しんじなんぶん）

生 Iiいら叫せいが 1;f,'掌ぶ;s;;• 【なつと ともだら1、
,i はじ裏るよ1

1さいてはしいな わたしのはな1

（みんらの

にこにこ

大さく●ん1

Itうすぐみんな2寧生）・文，，活., 0月OBOI

（ふゆとともだら） ・交況百., 0月08(()9

m ェ9 9T•'.9,'90 9~ ..工＂ ＂aんとでご90

”鼻に］に入どん9くの｀ こ`つくろうl

”'いな9 ●冨 9●うぐ•そびl 'うょ9うょ，．ざ‘9l 

’`こでつく 9 たよ1
●鼻 [99と●て●と●ても言"'""

匹●エ作 1●るやつらとも，．し1
＂，．，ルし99み" ● 

口● （が,.こ 9 し―•UI

●● 1た量び1.

．．工",,・・しょに●● ＇`
ば9ば99ん9

•• ""みとも9 ，ヽ．’＂

・色 1と重ど・と...., • 

• 口画工" “”べて るつべてl

を置工作 （わ99'• し だいす』l

2基工作 （スルスルピューン）

●冨［ギー●●919-LI

冨暴 ヽ，書●とら9よく•'”

え

I⑦B然との閲わ

リ•生命葦直

こども同士のつなが1 ，皐生を丑える會

り（交流活動）

指導者同士のつなが

り（合同会濃 ・研修

会）

2:::ご:]1国
1四環害蓼観8| 

文只冶"' (2~6拿生） 交ゑ冶勤2 (6皐）

屈

立

5

図

字

・

や

文

心

量

や

閲

数

議

の

①

慄

ヘ

I①：：亭による伝

え合い

I紐かな感性と

表現

スポーツテス9の仕万を＂えてもつおう

I保護m I 

交，，選鯰3（幻児）

・枚をいっしょに集しもう

・置児さんとが1つこをしよう

2真●約ヽ

(2~9拿保II書吃｀の万）

縞割り鰐●会

I保濱答会 l

交良活幻5 (..長円）

小字Eちょこっとに触

境を工夫したリすることで、新しい ●子と1、J11]士の量見の相邁が起きたとき 19、子どもJ11]士の 会いを工夭する．

友達と交濃できる場面を増やす．

（机の紀置専）

〇葛入の工夫を行うなど、児翼の重欲

の高まりを大切にして、 8らの忠い

や願いの実現に向けたぷ動をゆった

リした阿関の中で重めていけるよう

に活動騎間を設定する．

99どうしてし、たかを思い出させ、自分がどうすればよか よさ を見つけられるような峙間を改定する．

ったのかを考えさせられるようにする．

鐸導上；配慮亭 I•:::「;：：：：；：~：［ー：： ・：：：：：？：：？芯雷芯::m：：：：芯，：：二；；芯芯： 2字111の目 ●： ： ： ： 芯 守 ； ば 芯 字 ： ：

(「つながり」に関す
感をもてるようにする． ちで係の仕寧を奪えさせ、活動を元実さゼる方法を話合 ●行事への駁リ組みを通して、友迂と協力する楽しさや．苦手なことにもチャ を行う中で、 一人ひとりの成長を価値付けられるように

●漏の騒験との共通注を感じ取らせる わせるようにする． レンジしよ うとする帖リ彊さ、逗咸感を昧わえるように、1iり返り守を通し Tる．
るもの）

●指導者の関わリ

〇環境の構成 1ぷ巴悶ばはよぶ ，こする． がる本や具体物などを渾傭し、子どもたちがB由に読んだ＇）遊んたりできる の大切さ、ill白さに気づかせる．

弾力的な峙間窮を構成する． 0子ども祠士が1i.じの賓えをほし合えるようにペア字習な 場を改定する． 0ちょこっと体験に向けて活動することによリ、自分や友

●人と関わる活動を位置づけたり｀口 どを取り入れる． 0地讀のよさを感じさせられるように、地111の日然や敦材に触れる字習との出 達のよさや成長を8寛させる場をは定し｀遺級に向99て

ことで、安心感を抱さながら考えた 〇嶽割り班活動などの中で員学年と交洟する民しさを感じ て過臼をしっか')fi1i饂づけ、 Bl:につなげられるようにする．

1保護者蓼籟8| 1f,1”＂観 8| 国

0日分たちの学びや経験を次の1年生にもにえるふ動を

さゼながら学校生活の流れヤマナーについて字べるよう 〇文字や数字への閲心ヤ学びが元実してくる峙JIIなので、 各敦14ヤ季節につな 註定し （ちょこっと体験）相手量識をもって伝えること

目口や闊門をもてるようにする．

関わりを見守りながら、思いに共感するとともに、11]で 〇縦割リ班藁会等で異字年との関わリを深められるよ うに、覧字年の子どもの ●1年生でできるようになったこと、成長したことなどを

キャリ アパスポー トに残し、釆年度以緯の頂畢9こ生か

す．

●生活94を中心とした合U的 • 関追的な撞遷の元実を図る． （いろいろな経験をする場の誼定 隼劃や行事に合わせた環頃支援）

●敦絹がすぐ教えたり設明したりするのではなく，臼分たちで考え、判断し行動することを繰り返し、主体的な学習考として青つための関わり方を大切にする．

●諜題鱗決のために「illぷ」場置を●議的,こ""り入れ、子どもが白分の息いを表出で9るようにする． （自分の患いを伝え合う場の謹定） 一

●子どもたちの 「蠣り逗り」の鯰111を大切にし、 0分たちの掌びのよさや次への見遍しがもてるようにする． （●り返りを生かした攪藁づくり）

〇児童が安心感をもら、日ら字びを広げたり、自分の力で字校生活を込った リすることがで書るように字習環境を整える． （道具の伎い万 机の配置 場の詮定などを複寛的に示す．，舌動のパクーン化を図る など）

........ ,. 薗



 

カリキュラムのデータはこちら→ 

 

架け橋期を通して

どのような子ども

を育てたいのかを

表す「めざす子ども

像」を決めること

で、共通の視点で同

じ小学校区の子ど

もたちを育成する

ことができると考

えました。 

 

以前作成されて

いた接続期のカ

リキュラムをも

とに、「人をつな

ぐ」ページと「学

びをつなぐ」ペー

ジに整理し、２枚

にまとめました。 

 
園では、家庭との連携を大切にしています。小学校でもできる家庭との連携を考え、

引き続き家庭と協力しながら子どもたちを育てていきたいと考えました。 

 

交流活動を中

心として、上

側が園、下側

が小学校の欄

として、保幼

小のつながり

が分かりやす

くなるように

ま と め ま し

た。 

架け橋期のカリキュラム例③－１「下関市川中小学校区架け橋期のカリキュラム（人をつなぐ）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 
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／

＼
 

ヽ

ノ

下関市川中小学校区 （木の実保冑園・ひえだ保育園 ・川 中幼稚園・下関 国際高 等学校付属幼帷饂）架け橋期のカリキュラム

［幼児期の終わリまでに冑って99しい10の姿J

, 〇健康な心と体 ⑦自立心 0喝同性 C鴻［名性 ・規範鵞諏の芽生え ⑤吐会生活との関わり ⑤患考力の芽王え 1 

9 ⑦自然との問わり • 生命尊重®歎量や図形．環匿や文字などへの関心 ． 感賞 ⑨言宣による伝え合い ⑪豊かな感性と表現 ： r ・ ▲ ・ •ー・ ▲•一←← ー•. .. ・ ← ・ ← • -. --・・・ • • ←・ ← ・ • ・・ -・ • ▲一・・▲ → ・ • -• ·—· • ← ・ •- . ・ ←._ ... ・ ← ・・ -• - --• •— · ・-・・ →ー• •------ -・ ・・ • 9 

自分で考え判断する子

・やさしい子 （認め合い支え合う子）

年長5●児

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●●長児になった ことの喜びや期得感が克9れ、 ●少児からつながりのある友這と一緯に遊9ヽう と●伸間患厖が高まり、好きな友遣と辺ぷが、 考え万の違いから、いざ ●這んで体な動かし．みんなでひとつの目的を もって逗ぶ姿 ●あそびの内宙が畳かになり・.共過の目的；も ってグ ●試字に向けて防符屯もち． 口分たらのあそびを十分に素しみ．年長児らしい自信の

する． こざも起こり やすい． が見られる． ルーブの友遺と考えたり．工天したりすることを●ぷ． ぁる行動が見9れる．

●戸外で活動することを好み．いろいろな運動｛這んでする． •9近なlll頃にかかわり． 自分から逗んで這,,うとする· •自分たちで． ルーんのあるあそびを好んでするよ う にな ●身の回りの景材を生かして、あそびをたのしC•よ う に ●あそびに模径的に取り組み．グループの友遺と恒該した り．工夫したりして淫動を

幼児の姿 ●●近な動陽物に間わりをもら、 世括そする・ ••の回りの含然や事彙に対して， 興煉や闇心が高稟り、よ く見た り、鰐争意記も出てくる． なる． 発屡させるようになる．

Jヽ,考えた りする姿も見つれる・ •生活経験が広がるとともに．友遺同士の会駐も盛んにな ●き然の移,,変わりに轟苓や間心をもち．注意凍く見た 1●表遵意玖が覺裏り． 共過のイメ ージをもちあそびに深ま りが見9 れるようになる．

る． り．ミえた りするようになる．

＊かしこい子 （霞欲的に学び、表現する子） ＋つよい子 （帖 リ強く、 一生懸含駅り組む子）

保

青

饂

，

幼

稚

園

●祈しい遭虞9こ慣れ，友遣との●そびそ楽しも． 09 ) ●及iiと一籍に目的さもって、あそびそ這nる楽 しさそ煉わう． 0 ．戸外で体；十分に動かし、友遺と一籟9こ共ゑの目的五しっ ●友遺とかかわりこ点のながっ，共過の目的をもち：エ ●二年王になる期符と喜びもも ら、意欲的に辺びに敗ヽJ組む． （傘•J
冑みたいカ ・年長児としての日冥をもち，生活9こ必夏なき裏 ，） そ守る． （●) 疇） て、意欲的にあそ びに応J組む． （い•） 天して沼動に取り組む． （傘疇） •白分の思ったこ とや感じた こ と 3畳かに表現し、いろいろ祖動に還んで印り組

●●近な動潅物に触れたり，親しみをもってせ話そ したりするなかで，やさしい気持らで撲するこ ●自然や●近な環項と触れ合い、 自分なりの考えを もって、あそびそ ●感じたこと考えたことを 、いろいろな方法で表喪する・ ••近な自然を追んで見たり、扱ったりする ． （●I む． （傘●）
ねらい

との大切さに気付く ． （●I 工夫 したり、夜較したりして避ぶ． ( • ~ ) （鼻I

ぷ：：：］］号五己五合：n:；：：言ここ］言；：］言弓三：：口；詈言！］国三三:i]責］］［三］9:：言］言已□□□］］］：：
援助 亡員年お児とかかわる中で、 世店そ しようとする気得らになるよう にする． t自分の意見を出しながら友遺の思いや考えを受け入れることで あ ＊運動会に向けで活動する中で、友遺同士で目的をもって、 ＊幼児から出て くるイメージや考えをしっかりと受99止 介字校を訪闇することによ り、 小字校生活に期符がもてるようにする．

合較的も一籍に なって誓いた り、感動した りして 、 幼児の気づきや発•.；大切にしていく ． そびがいっそうおも Lろくなること に気づくようにする． あそびを追のていこ うとする意欲へとつなげてい99るよ うに め、みんなでお琵づくり をする棄しさや面白さが佑験で 合一人ひとりの賽にをしっかり覧守り、 一年生になること に朗待感をもたせ、園生活

する． ，．ようにする． の最後を来しく過ごせるようにする．

0遣級瞬の生活の罹子そ知9せ、幼児が安定して過ごせるよう協力そ呼び撥99る． OmのEの歩き方、傘のさし方など、 安全面に気をつけても9う． 0一人ひとりが視載していることや既長したところそ具体的 0一人ひとりの幼し9が●信をも って取り絶のるように、 0幼児が虹字に期得とあこがれ をもら、スムーズに小字校生活を送れるよう、 表子で

〇基本的な生活溢慣について、園と家庭とで一貫した；●導ができ るよう に伝えてい<. 0幼児の体閥について遍絡してもらい．楽しく水●そびやプール遊び に伝え、家庭でも認め的裏してもウうように すか 表現辺びの罹子を 氾ウせる． 生活猛慣こ見●してもらう．

0蒙臼訪閏、伝人懇餃箪己過して、国でのあそびの隕子や年長児9こなってからの反長の姿を知9せができるようにする． 0秋の●然9こ闇心：もち、親子で触れ合う邑合そもつように 0祈正さ迎える気舟ら、正月を蒙族で楽しく 過ごせるよ 〇税子で過字95そ歩いたり、交ゑルールこヨI9したりするなど、具体的なむ り組みを
象厄との

0低人懇駁などで、 幼児の反長の様子そ知らせ、保護書とともにしっ 投9fかける． うに知らせる． そえてもら ,.

韮 。遍絡帳を通してやり取りしたり、その日の保胃について渇りに保恒肴に伝えたりする． がJEがいくようにする． O運勧的なあそびが多く霰れが出やすいので、休患をし っか 0手虎いやうがいの大切'”3らせ、家阻でも誓慣付く

りとるように伝え る． ように⇒び百99る．

人

を

つ

な

ぐ 交溢活動の

予定

斯1年生情輯交檜今

交云事阿打ち合わせ (4月）

1年生授戴●観 (5月）

亨馳今繰胃●学

1 年生浸貫•ll

幼保小研修会(7月）

2年生との交え （芋樋え）以 ●

5年生との交溢 (6月）傘●

1年生授粛研修

2年生との交溢 （芋蝙り）い ・

就字闘鱈診 (10月）•• 

1年生そ峰わう体験 ・トイレの停い万

生云科樗書讐＂・トイレの伊 い方

授露参観 （土罐Bl (11月）

菌の区 （量類教議指導） （） 1月）

校長亨等9字 ・ト イレの停い方

図欝亨●l用・ トイレの停い方

こ幼保ヽ ）ヽ 遍絡協“会は内年度のうち合わせ）

全校授戴研修

1年生との交浜 （年長児の小字校体験） •♦ 

予入字(2月）

小

学

校

小学校1年生

1字爾豹＊ 1..期後半 2字期栴半 2字廟後半 3字期
第1週賽21!1第3週璽4週

● ,~生になっ たこと ●反遣や先生と楽しく ●字蓄の約束1●につ ● ).の汲れ9つか ●4 5分の役纂に慣れ．意玖的に字醤に取り ●ク9スに愛着をもつようになり、友遺と協力するこ とができる． （●） ●他字年とのふれ合い9遍 して｀自分でできること99何 ●●分がでさるようになった ことが多くある ことに気付き、さつ9こチャレンジして自

を喜び元気に量在す 闇わる． く）る． み｀沼ら暑いて生活す 組む． I傘） ●切めてのことにも逗んで較り組み、 苦手なことや証しいことにも友遺と局 裏し合いか考えて行動する． （●傘） 分の力こ停ばす． （●） 

る． •給●、渇陰など字校 ●運動会の内宅を知 る・ •ぶんで当書活動や係活動を行う． （傘●） ながら院駐する． （●., ●友遺と思いや顆いを伝え合ったり、 協力 したりしなが ●友遺の輪が広がり、多くの友だらと折り合いを付［）ながら伸只く辺ぶ． （●) 

ねらい ・ トイレの伎い方を知生活に慣れる． ，）、護質に酌り担む・ •字腎に翼凍をもっ ●濯填9こ慣れ、先生や上穀生の存在に気づ ら、 一緯に字貸活動を這のる． （●） ● 2 年竺になったらやってみたいことや~ 雙穀 し たいことを豪え、遺紐への期符そ舵

る・ •字校のリズムに慣れ （●) て、意欲的に字ぷ． き、 新たな先生や友遺と間わる． I●） ●き分にできることを宴行したり 、規則正 しく這麿に気 ら裏せたり、新しく入字して来る 1年生のたのに自分たちができる ことを云えたりす

●安全に量下校する． も （●） (+) ●友遣と件良く這び、助99合いながらのびの をつけて生活した りしようとする． （●) か(..,

（♦） びと活動する． （●） 

机の配詈や叡室渇示事の字誓濯噴9こ配塵し、 安心感を冷って字校生活が送れるようにする． ・絃本のコーナーや折 り紙 おもちゃを鸞 ・●近な生き勾1世駐するこ とで、国生活1思い出しながらつながりそ意厖Lた活勧 ~字紐活動の充宴を図り、友遺と協力する大切さや亭し • 新 1年生と交流することで、 自分たちの ）年間の反長をほり返ると と もに 、 安心し

視賞的支環2大切にする． き、休み吋間に●分たちの好きな遊びをする を取り入れる． さも麻わう こと ができるようにする． て入字してきても 9うたのに自分たちができ ることを考えるようにする．

例） ）日の汲れ99見えるところ に掲示、朗の片付9）` 約束などはイラストを入れた絵カー ドを使用ことで、気持ちの切り彗えができるようにす • 発●の仕方や｀ 話型など3掲示 し、 みんなの印で発畏するとさ 9こ ●償をしって伝え ・字習の足餅そ数室渇示する ことで、以mの字芦さ臼＇） ＊ 1年間の成長を認め、 2年生移行への期白：持たセる．

することでわかりやすく表示するなど． る． られるようにする． 返られるようにする． I雲買勾支置） 女友遺9こ声9かけたり、手助"そしたりする姿そ巴値づ99.Illりにも目を向ける こと

環墳構成・ 字年量会を定期的に行うことで、慣れ翌しんだ友遺と触れ合う閂間を骰99る． ＊宴●に応じて45分の授纂9ご慣れるよ うに ・字校や字紐のルールを閂濱窮した り、 2 字期の目膚を立てた り しで字校生洒を完実 六員年合•"'の中で案し く間わった り、役99 を果たした ができるようにTる．

女教母の ＊4 5分というジ闇9こ縛られず、子どもたちの檀子や：和に合わせて燐力的に閂間を便ったり 、白 する． さサる． りすること がで＊るようにする． 六字誓内宮の定署そ 図ると とも に．1年間の反長を19の、 2年生に進紐する期待をも

援助 間の墳目で トイレヘの声掛'"丁軍に行ったりするなど配慮する． 女生活科を筏と した合科的な漬瀑や体験的な ~ 校外活勤9過して．社会のマナーやルールを体験的に字蓄し、 きま り に対する思い t2字嗣の字溢を Sり返 り 、 3 字周こ向けての字冨内宙 たせる．

*•Ill生活の基本が●につくように、峰り返し、わかりやすく頂瀑する． 活動：損極的に耽り入れる． そ滋める． の定着五図る．

＊先生や友遺と辺んだり闇わった りする中で、そのRさや棄しeを応じ、ク ラスの一●であること ＊安心して自分の恵見が言えるように、一人ひとりの免冒を受け止めるようにする．

に烹づくことができるようにする．

期

〇家庭との遍虜を取り、生活 リズム （旱寝，旱起言，朗ご15ん）や家召字冒、日諫9筋えるなどの誓慣づ11こ意既で9るようにする。

象厖との 0通信や遍品帳などでまに遍絡1取 り` 児重や保護看の不安が襲減するように努のる．

遜携 〇字年1よじめ患じで1る、保騒書の思い9傾包し、 これから安心して児皇も保護書も字校生活が土つれるように努のる．

〇児重の良いと ころや友遺との関わりの中で噌えて くる鰈題について、 敦●と保護看が共過湮解し、共に青てていく．

〇授纂そ云梗すること で、 安心感につなげる．

0国人懇訣王通して、字校と家庭の隕子こ伝え含し＼ 遍清1図ることで児童の冑らにつなげていく ．

〇児壷の成長 "'め、這紐する ことを共に喜ぷ．

0 「1年生の 3字期'" 年生の 0字期Jでもあるので、9ちんとした生活警濱や字溢'

蓄慣が舅についているのか字校と家磁で濱認していく．

閾.........” 



 

カリキュラムのデータはこちら→ 

 

園では、それぞれ特

色ある取組を行って

いるので、全てを載

せることは難しいと

考え、「小学校の教科

教育につながる活

動」に絞りました。

小学校へのつながり

とともに、それぞれ

の園での特色ある保

育を確認することも

できました。 

 

生活科を中心と

した、合科的・関

連的な指導を行

うに当たり、生

活科の単元、ね

らいを載せるこ

とで、見通しを

もって保育や授

業を行うことが

できると考えま

した。 

 

 

「学びをつなぐ」の

ページでは、主な行

事と園での活動内

容と小学校での教

科指導の内容につ

いて載せました。 

架け橋期のカリキュラム例③－２「下関市川中小学校区架け橋期のカリキュラム（学びをつなぐ）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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下 関市川中小学 校区 （木の実保官国 ・ひえだ保官国 ・川中幼稚園 ・下関 国際高等学校付属幼稚 国） 架 け栖期の カ リ キ ュ ラム

めざす

子ども像

月

保

冑

園

・

幼

稚

園

活動

4月

好きなあそび

【砂あそび｀まま ごと、移動遊

貝、固定遊貝、章花あそび、 虫探

し、鬼こ’っこ、製作あそび、ごっ

こあそび、 】

廃材あそび

・花の種、野菜の苗植え

関育物の世話

体操 ・リズムあそび

園内探検

年少児のお手伝い（当番活動）

好きなあそび

• こいのぼリづくり

家族の日ブレゼンづくり

絵具あそび 【個人絵の具】 （通年）

風稟づく り

共同制作（壁iiliづくり

・運動遊び

【行進、体操、遊説、かけっこ1

玉ねぎ収穫

＊かしこい子 （窓欲的に学び、 表現する子）

□量言葉あそび

時計づくり

---・-・一・ ・ー・ー・ ・ ・ ・-・一・ ・ ・ー・ ·- · 一·-·一 • 一 ・ ・一・ ・ ・一・ ・-・一・ ・ ・ ・ ・ー・ ・-・一・ ・ ・ー・ ・ ・ ・ ・ー・ ・ •一・ ・-・ー・ ・ ・ ・ ・ ・
［幼児期の終わり までに育ってほしい10の姿l

l ①"'な心と体⑦自立心 ③協同性 ①遍徳性 ・規範竃諏の芽生え ⑤社会生活との間わり ⑥思寄力の芽生え l 

⑦自然との関わり • 生命尊重 ③数量や日形、漂聞や文字などへの問心 ．感賞⑨言富による伝え合い⑪豊かな応性と表現
..一·ー・-·一·-· 一 •一•一・ー・ー·ー·-·一・ー・ー・ー・ ー·ー·ー ·ー・ー・ー・ー・ 噸·聾 •一·-·-·ー・ー·-·一 ・ー・ー·-·-·ー・ー·ー・ー・ー・ー·-·一·-·一 ·ー・ー・ー ・ー·-·-·-·-·ー・

自分で考え判断する子

▼やさしい子 （認め合い支え合う子） ♦つよ い子 （粘り強く、 一生懸命取り組む子）

8月 9月 10月 11月 12月 1月

好きなあそび ・好きなあそび ・好きなあそび ・好きなあそび ・好きなあそび ・好きなあそび

• 水 ・ プールあそ ・ 運動あそび ・運動あそび ・運動あそび ・運動あそび ・運動あそび

び （体操，リズム、 【ドッジボール、 • 長縄あそび ・マラソン ・マラソ ン

おまつリごっこ 運動会の競技、かサッカー・ スイング ・木の実や木の葉ぁ ・運動あそび ・劇あそび

けっ こ、 リレー、 スキッ プ ・短縄l そび ・ク リスマスの飾リ ・正月 遊び

組体操】 ・木の実や木の葉あ ・ペープサート 作り （凧あげ、駒廻し、

．鼓隊 そび ・楽器あそび • お店歴さんごっこ羽根つ き など】

敬老の日の製作 ・球根植え、水戎培 ・劇あそび ・廃材あそび ・ゲームあそび

種取リ ・芋冠り ・焼き芋 • 土手あそび ・郎便ごっこ （かるた、 トラン

ハーモニカ練習 ・廃材あそび ・大掃除 プ、すごろくなど】

歌唱 ・玉ねぎ苗植 え ・鬼のお面づくリ

・郵便こ’っ こ

2月

好きなあそび

・運動あそび

マラソン

ゲームあそび

ひな人形づくリ

作品集作り

• 楽器あそび

3月

好きなあそび

・運動あそび

縄跳びあそび

卒園に向けて

始業式入園式、誕生会｀下関い 誕生 会 親 子 交 通 教室 参観日?t: |のちの日 、家庭訪問、選書会｀ I学級慇談、小運動会

行事
1是難訓練 【通年J

遜生会

日曜参観日

虫歯予防集会

誕生会、七夕集会、錮 1坦生会、夏祭り

人想淡｀終業式、作品

展（鑑賞会）、四方山

保育

誕生会始棠式、 認生会バス遠足、 1誕生会｀リ ズム会

運動会、還足 就学時健辰診断、ハお店層さんこ＇っこ

ロウィンパーティー

誕生会、錮人懇談 誕生会｀始業式、お 誕生会、豆まき

発表会、お楽しみ会 正月会｀ 参観日 生活発表会

（クリスマス会）、

終業式

誕生会｀ お別れ会、

ひなまつ リ会、卒園

式、修了式、 お別

れ還足

」交流活動の

学 予定

び

を

つ

な

ぐ

,ヽ"・
 
学

校

新 1年生情報交換会

交流事前打ち合わせ (4月）

1年生授業参餞 (5月）

渾動令練習日学

1年生授業参観

保幼ヽ Jヽ研修会 (7月）

2年生との交流 （芋撻え）JA • 

5年生 との交流 (6月） ＊♦ 

弓書令後．給禽宰目学 ・トイ レの伊い方

プール見学積喜肛目学 ・トイ レの伊い方

1年生授業研修

2年生との交流 （写掘 り）JA .. 

就学時健診 （10月） ... 

1年生授業参罰稽 トイレの伊い方

牛活科揖葦参館後 トイレの使い方

授業参観日 （土曜日） （11月）

笛の話 （蓋護教祐指導） （11月）

校岳宰等日学後 トイレの伊い方

図害宰利用後トイ レの伊い方

小学校 1入学式、下関いのちの日、

の主な 参観日学年はじめ懇談

行事

生活科

がっこうだいすきいちねんせい

初めての字校生活で、先生や友違

と関わりながら、施設や生活のし

かた、登下校に慣れ、安心して楽

しく生活できるようになる．

たくさんあそんだね．

がっこうもたのしいよ．

わくわくどきどきするね

なかよくなリたいな．

わたしもやってみたいな．

もっとがっこうをしリたいな．

そ；：のロ

1年生を迎える会、運動会、

いくぞ ！がっこうをたんけんたい

字校探検する活動を過して、た＜

さんの人 • もの • こととの出会い

問わりを繰り返していく 中で、字

校を支えている歴設、人 友連の

ことがわかり、楽しく安心して辺

びや生活がでさると共に、 6年間

の小字校での字びについて見通し

をもったり 名察をもったりして、

字校での自分の生活を豊かに広げ

ようとする．

--

参観日、水泳開始、1個人懇談 （希望者の

み）終業式 I:A::5;：：断 1巴：~I終業式
させつとあそぼう 1はるからなつlIあめのひをたのしもうlIなつをもっとたのしもうlIなつやすみがやってく るlIあきlIふゆl
年闇を通して身近な自然に触れながら体全体を使って辺んだり、目然を伎ってエ天して遊んだリする．

活動を通して、 自然の不思謙さ、季節の変化に気づき~ 遊びや生活を楽しもうとする．

始業式 参観日

国語科「どうぞよろしく」

「なんていおうかなJ

［こんなものみつけたよJ

Iききたいな、 ともだちのはなしJ

Iはなのみち」

印科 II9くをかんじとろうJ

体膏科 rぅんどう かいにむけて」

逼徳科 rがっこうたんけんJ

「わたし1こできることJ

区面工作科「はこと19こをくみあわせて」

「さらさらどろどろいいきもちJ

わたしのはなをそだてよ う

自分で決めた埴物を糧から育てる ことで、櫂物への思いをもって世径をすることができるようにする。

櫂物の変化や成長の様子に気付くとともに、生命の不•.JI!さ に触れ、樋物も 自分たちと同じように命をもって

成長していることに気付さ、親しみをもって大切にしようとする． 9 
生● ものだいす•

・身近な生き物を採した＇）霞察したリしながら、

その特徴に気付く ことができる．

・王き物に鰻しみをもら、たいせつ9こしようと

する．

・♦

こ幼保小遭絡協ほ会 （来年度のう ち合わせ）

全校投業研修

1年生との交流 （年長児の小学校体鯰）

予傭入学 (2月）

日語科「わけをはなそう」

「（ちばし」

「おおきなかぷ」

Iすきなもの、なあにJ

「おむすびころリんJ

云楽科 I99くにのってリずむをうとう」

体育科 r,，，―できょうそうしよう」

「みずあそび」

回面工作科「みてみて、いっばいつくったよJ

「チョッキンパッでかざろう」

「なが～いかみからJ

日語科 「いちねんせいの うた」

「ききたいな、ともだちのはなし」

「や（そ<J rうみの かくれんぼJ

「（じらぐもJ rしらせたいな 見せたいなJ

畜楽科「みのまわりのおとにみみをすまそうJ

「どれみとなかよくなろうJ

体爾科「マットあそび、 とびばこあそび、てつぽうあそび」

「たからと りお9こ」

逼徳科「おとしよりといっしょにJ

回瓦工作科 rおはなしからう まれたよ」

「ひかりのくにのなかまたち」

［さわってかくのきもちいい！」

じぶんでチャレンジ大さくせん

家庭における 目分や家族の生活につい

てかんがえる ことで｀家庭での生活は

互いに助け合うことで広立しているこ

とに気付さ、 自分にできることを実行

したり、現則正しく直..,こ気をつけて

生活したりしようとする．

日語科「じどうしゃ くらぺ」

fともだちのこと． しらせよう」

「おかゆのおなべ」

fものの なまえJ

＂楽科 Iせん りつでよびかけあおう」

rがっきとなかよくなろうJ

rょうすをおもいうかぺよう」

体爾科fポール投げあそび」

「じきゅ うそう」

遺徳科「19しの うえのおおかみJ

曰画工作科「のってみたいないきたいな」

むかしからのあそびをたのしも

ぅ

いろいろな蓄遊びがあること、

地 ごと1し冬ならで19の行事や

文化があることを知1J、自分が

やってみたい遊びや自分の地滅

の行事や文化に関して知りたい

ことを全える。また、実匁に取

り組んで感じたことや気付いた

ことを自分の生活に取り入れよ

うとすることができる．

もうすぐ2年生

1年間の目分目身の生活や成長

を振り返る活勧を通して、目分

は多くの人々に支えられている

ことや、じぷんでできるように

なったことなどに気付くととも

に、 自分の生活やこれまでの庄

長を支えてくれた人々への感謝

の気門ちをもち、これからの成

長への願いと期1号をもって生活

しようとする ことができる。

曰語科 「きさたいな、ともだちのはなしJ

「たぬきの糸稟J 「どうぷつの 赤ちゃん」

「これは、なんでしょ う」

「ずうっと、ずっと、大すきだよJ

「いいこといっぱい、 一年生」

虹科 Iにほんのうたをたのしもう」

「みんなであわせてたのしもう」

体育科 「なわとび」 rポール11,JあそびJ

這徳科 「もうすぐ二年生J 「二わのことり」

図面工作科 「こころのはなをさかせようJ

「スタンプ、スタンプ ！」

.
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○ 厚生労働省「保育所保育指針」（平成 29年３月告示） 

○ 文部科学省「幼稚園教育要領」（平成 29年３月告示） 

○ 内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（平成 26 年４月告示）  

○ 文部科学省「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き」（平成４年３月） 

○ 無藤 隆「保育の学校３」フレーベル館（2011年） 

○ 鳥取県教育委員会 鳥取県幼保小接続ハンドブック「育ちと学びをつなぐ」（平成 30 年）  

○ 広島市乳幼児教育保育支援センター「幼保小接続に向けた手引き」（令和２年） 

○ 掛川市教育委員会「『かけがわ型架け橋カリキュラム』作成に向けて」（令和５年） 

○ 山口県子育て支援連携推進委員会「つながる子どもの育ち 改訂版」（平成 23年） 

 

 

 本冊子の実践をより深めることのできる資料です。是非御覧ください。 

   

 

  

引用・参考文献 

参考資料 

１ 指針・要領等 https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/264254.html 

 ・保育所保育指針解説 ・幼稚園教育要領解説 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説 

 ・小学校学習指導要領解説 総則編 

 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 ・遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽” （動画コンテンツ） 

 ・幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？ 

２ 幼保小の架け橋プログラム 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/264225.html 

 ・手引き 

・参考資料 

３ 幼児教育・保育長期研修 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/264262.html  

・研修概要 

 ・長期研修計画書・報告書 

 ・研修生作成カリキュラム 

 

 
４ 幼児教育アドバイザー等 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/204533.html  

・アドバイザー等訪問の手引き 

６ 保幼小連携に関するリーフレット 

「はじめのいっぽ」 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/217832.html  

５ つながる子どもの育ち 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/271357.html 
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山口県架け橋期のカリキュラム開発会議委員（R４年度～R６年度） ※ 所属・職は当時 
 

氏名 所属 職 備考 

田中 マキ子 山口県立大学 学    長 学識経験者・会長 

川﨑  徳子 山口大学 准 教 授 学識経験者 

松永  雅子 愛児園平川保育所 所    長 保育所関係者 

小山  敦美 下関市立第一幼稚園 園    長 
公立幼稚園・こども園 

関係者 

髙見  恵子 山口市立宮野幼稚園 園    長 
公立幼稚園・こども園 

関係者 

松重  洋子 平生町立平生幼稚園 園    長 
公立幼稚園・こども園 

関係者 

青木  香雄 認定こども園 美祢幼稚園 園    長 
私立幼稚園・こども園 

関係者 

中村  直子 認定こども園 野田学園幼稚園 副 園 長 
私立幼稚園・こども園 

関係者 

平野  幸世 山口市立上郷小学校 校    長     小学校関係者 

上野  敦子 山口県地域連携教育推進協議会 委    員 地域連携教育関係者 

盛満    恵 
下関市こども未来部幼児保育課 主    査 市町保育主管課担当者 

内村  樹子 

近森  利栄 
周南市教育委員会学校教育課 指導主事 市町教育委員会担当者 

小林  弘典 
 

山口県架け橋期のカリキュラム開発会議事務局委員（R４年度～R６年度） ※ 所属・職は当時 
 

氏名 職 所属 

井原  哲典 
主    幹 

 
山口県教育庁義務教育課 

原田  孝之 

久冨  修己 
指導主事 

 
山口県教育庁特別支援教育推進室 

品川  竜典 

藤田  昌也 

社会教育主事 

 

山口県教育庁地域連携教育推進課 

 
阿野  隆志 

田中  哲也 

三木  昌子 
主    幹 

 
山口県健康福祉部こども・子育て応援局こども政策課 

吉村  功二 

重村  励志 
主    任 

 
山口県総務部学事文書課 

竹重  和哉 

 



保幼小連携に係る資料作成ワーキンググループ委員（R５年度～R６年度） ※ 所属・職は当時 
 

氏名 所属 職 備考 

金子    幸 周南公立大学 准 教 授 学識経験者・グループ長 

青山    翔 山口大学 講    師 学識経験者 

浅野    望 やまぐち子育て福祉総合センター 主    任 保育所関係者 

野村  直哉 愛児園平川保育所 主    任 保育所関係者 

上風呂 尚美 周南市立須々万幼稚園 主    任 
公立幼稚園・こども園 

関係者 

金田  裕子 下関市立川中幼稚園 主    任 
公立幼稚園・こども園 

関係者 

和髙 ゆかり 認定こども園 ふくがわこども園 主    任 
私立幼稚園・こども園 

関係者 

信國  里美 認定こども園 松崎幼稚園 主    任 
私立幼稚園・こども園 

関係者 

町田  良美 柳井市立柳井小学校 教    諭 小学校関係者 

中山  理恵 周南市立徳山小学校 教    諭 小学校関係者 

伊秩  宏美 下関市立川中小学校 教    諭 小学校関係者 

篠田  一郎 美祢市市民福祉部子育て支援課 副主幹・主査 市町保育主管課担当者 

山縣  利恵 
山陽小野田市教育委員会学校教育課 指導主事 市町教育委員会担当者 

能野  奈々 
 

山口県架け橋期のカリキュラム開発会議・保幼小連携に係る資料作成事務局委員 

（R４年度～R６年度） ※ 所属・職は当時 
 

氏名 職 所属 

田中 マキ子 所    長 

山口県乳幼児の育ちと学び支援センター 

中谷  仁美 次    長 

中島  香織 次長・主査 

竹内  秀一 総務課長 

志賀  直美 主    査 

守田  沙織 

指導主事 

重枝  孝明 

松井  昭憲 

伊藤 あすか 

梅岡  依央 

西岡  萌恵 

盛満    恵 幼児教育アドバイザー 

八木    真 事務職員 

 



 

山口県乳幼児の育ちと学び支援センター 
〒753-8501 山口市滝町 1番 1号（県庁１５階） 

Mail:a50908@pref.yamaguchi.lg.jp 

Tel:083-933-4450  Fax:083-933-4456 

tel:083-933-4450



